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国産バイオ燃料

地域活性化のためのノ（ｲｵﾏｽ利用技術の開発

バイオディ一ゼル燃料の効率的低コスト生産技術技

既存バイオディーゼル燃料製造技術のアルカリ触媒を用いたメチルエステル化法では、洗

浄や精製に要する工程がコスト低減の障害となっています。そこで、廃食用油を原料に、触

媒を使用することなくメチルエステル化が可能な製造法により効率的にバイオディーゼル燃

料（植物油脂や動物油脂などの再生可能な資源からつくられるディーゼル代替燃料）を製造

することのできる技術を開発します。

1.無触媒過熱タノール蒸気法
’

実証プラント想定製造能力400L/d

常圧の条件下で過熱メタノール蒸気を反応槽に吹き込むことにより、気泡と油脂との界面でエス

テル交換反応を進行させ、触媒を使用することなくバイオディーゼル燃料を製造します。触媒を使用

しないため、工程が簡素化され、変換コストを低減できる可能性があります。

2.実証プラントでの製造試験と燃料品質 』
食品工場から排出される廃食用油を原料に最大製造速度は425L/日（目標値400L/日）を達成し

ました。また、燃焼試験の結果、従来法（アルカリ触媒法）によるバイオディーゼル燃料とほぼ同等

の着火性･燃焼性を有しており、エンジンベンチ試験でもほぼ同等の性能･排気特性が得られました。
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6,000kL/年規模のプラント（事業プラント）を想定したバイオディーゼル燃料の製造コスト試算

の結果､製造コスト45円/L以下(廃食用油の調達コストは除く)で生産可能との結果が得られました。

表1．過熱メタノール蒸気法によるバイオディーゼル燃料の製造コスト

実証プラント

400L/日
(146kL/年規模）

事業プラント(6,000kL/年規模）

項目 単純スケ ー ル ア ッ プ 熱 量 ロ ス を 削 減 し た ケ ー ス 反応性が1.5倍に向上したケース
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試算条件：24時間稼働，人件費：作業員8人（450万円／（年･人））4班3交代制、

熱源費:C重油(53.6円I/L2008.9-12内航燃料油価格参照）
電力料金：高圧電力,FAMEの容量換算1L=0.82kg
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B・本製造技術の経済性


